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 世帯数 １５７世帯 

 人 口  ３５２人   

   男  １６３人    

    女   １８９人    

高齢化率５０．０％ 

  （１１月末現在） 

美濃はつらつ通信 
 

   
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      年頭のご挨拶 
 新年明けましておめでとうございます。     皆様と一緒になって新たな地域振興に取り組 

                       んで参ることをお約束し、新しい年が皆様にと 

 地区民の皆様には、お健やかに平成３０年の  りまして希望に満ちた幸せな１年になりますよ 

新春をお迎えのことと心からお喜び申し上げま  ようご祈念申し上げます。 

す。 

 昨年中は、地区振興センター並びに公民館事    美濃地区振興センター長・美濃公民館長 

業に対しまして、格別のご理解とご支援を賜り、             熊 谷 和 男 

厚くお礼申し上げます。 

 さて、今年は、地域自治組織『はつらつ美濃 

の里』が設立され、初めての正月を迎えます。 

まだ歩み始めたばかりの組織ではございますが、 

住民主体、住民自治という大きなテーマを目指 

して、一歩ずつ階段を上がっていきたいと考え 

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    園児の可愛らしい演技楽しむ 
第３回「ふれあい給食会」 

 高齢者に体にやさしい食事を楽しんでもらおうと、美

濃社協主催による「ふれ 

あい給食会が１２月１３ 

日に美濃公民館集会室で 

開催されました。 

参加者１３人は、二条 

地区にある若草保育園の 

園児による可愛らしい演 

技や合唱を楽しんだ後、美濃食推 

協が調理 

した食事 

を楽しみ 

ました。 
園児の演技と食推協 

による料理 

 

今年も健闘！ 「新ソバ祭り」 
      美濃産味わいに１８０人 

地元産ソバを楽しもうと、第１１回美濃ふれ

あいサロン「新ソバ祭り」が１２月１０日、地元

内外から１８０人が参加して行われました。 

 サロン会員が研修を重ねて打った、アツアツ

の掛けソバは低価格で提供したこともあって、

お代わりを希望する人もあるなど大好評となり

ました。            

 また歩行者天国となったサロン前の通りで

は、ヒマワリ油を使った揚げ菓子の実演販売や、

地元食材を使った加工食品などが並び、約２時

間でほとんど売り切れるなど大盛況でした。 

 

有田で栽培されたソバ粉を使った掛けソバを味わう
人たちから、「味が良かった！」と好評 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

非行や犯罪に陥った人た 

                     ちの立ち直りを助け、犯罪 

                     防止のボランティア活動を 

続けている更生保護美濃地区女性会 

会員３人が、１１月１５日松江市で 

行われた表彰式において、松江保護

観                観察所長から、２０年間の活動に対

し、               して表彰を受けました。 

  

１月の診療予定日 

火曜日   木曜日 

    

   

  １日 

 村野医院 

    

 

 １１日 

澄川クリニック 

 １６日 

 神崎内科 

 １８日  

中島クリニック 

  

  

 ２５日 

  林医院 

 ３０日 

 神崎内科 

 

    １月の行事予定 
２日（火） 成人式 

４日 (水）  地区振興センター・公

民館仕事始め   

７日（日） 消防出初式 

       地区消防祝賀会 

１３日（土） どんど焼き 

         

 

 

 

 

 

 

 

診療時間 １３：３０ 
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受章した原市子さん、豊田
まつ子さん、石橋静子さん
３氏 

 
                      中西中生徒が花壇に花の植え付けボランティア 
                          小雨が落ちる中、中西中学校の美濃地区生徒５人が１２月１６ 

日、元美濃小の花壇に、デージーやノースポール、ゴデチヤなど６ 

種類の花の苗を植え付けました。春には可愛らしい花が校庭の隅を 

彩るのが楽しみです。花の苗植えをした大庭晴暉さん、中島綾音さん、 

椋木砂理那さん、熊谷舞花さん、大庭明里さんの５人（写真左から） 

                                               「清水寺 
                    清水の繁栄伝える「清水寺

せ い す い じ

」 

                   －有田町清水―  

 銅を採掘した坑道が残る清水地区は、かつて地   往来しながら交流を深めていたことがわかります。                            

域の繁栄ぶりを物語る千手観音を本尊とする清水    やがて幸栄寺１１世を１４年間務めた亮円は６0 

寺(真言宗)がありました。             歳で寺を退き、境内の大師堂に隠住した後、文政９ 

 大土居家文書「清水寺記録写」によると、宝徳   年（１８２６）美濃地に帰り、清水寺２世を継ぎました。    

年間（１４４９～１４５２）寺に住んでいた僧が美濃    そして天保３年（１８３２ ）、７２歳を迎えた亮円 
地八幡宮に大般若経を奉納したと記されています。  は自分の死期を悟り、生前棺に入り読経しながら死 

また美濃地に住んだことをもって姓にしたとされ   についたと伝えられています。清水寺跡には亮円阿 

る美濃地氏初代の墓が清水に残ることからも、室   闍梨（あじゃり）の石像が残されています。 

町時代中期にはすでに、清水は重要な地であった    

ことがうかがえます。※美濃地氏来地は文明初年・１４ 

７０前後） 

 寛永年間（１６２４～１６４４）寺が火事になり、 

本尊や仏具等は長い間、土中に埋もれ、江戸時代 

中期（享保年中・１７１７～１７３6 ）になって千手観 

音像が掘り出され、小庵に安置されました。 

 安永２年（１７７３ ）、津和野木部の鎮国院（冨長 

山八幡宮の別当寺 ）と、清水寺を掛け持ちで勤めて 

いた儀孝大和尚は、鎮国院２世良範（鷲原八幡宮別 

当寺・幸栄寺８世 ）の供養のため、清水寺を中興。 

美濃地庄屋、幸栄寺１０世良海とともに、寺号願 

いを代官に申し出て許可を得ました。 

寛永２年（１７９０ ）には、清水寺から自今とい 

う僧が木部の鎮国院７世として入院しています。 

このように、当時清水寺は津和野の歴史ある寺と 
 

 

 

                  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶらり 

美濃さんぽ 

清水寺跡に残る亮円の墓標。
亮円は３８歳のとき本山に召
され修行を積み、僧の最高位
である“阿闍梨”を授かる。
俗性は津田氏で、河内の出身。
位牌は有田祖霊社に祀られて
いる。 

祀られている。 

平成２年地区の人たちが清水

寺跡を探査したときのよう

す。写真左側に座像が見える。 

参考文献・大土居文書・津和野町史・会報「つわぶき」 
割元庄屋美濃地家ブック・美濃の里 


